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System Consultant Wave  

3 月 29 日（金） 身を捨てる度胸 

人生というものには、いろいろな問題があります。しか

し、それらのことも過ぎ去ってみると、あのときに迷わな

いでやってほんとうによかったな、というような場合が多

いのです。そこが大事なところだと思います。ある場合に

は迷うこともあるでしょう。しかし、しょせん迷ってもお

互い自分の知恵裁量というものは、ほんとうは小さいもの

です。だから、「これはもう仕方がない。ここまできたの

だからこれ以上進んで結果がうまくいかなくても、それは

運命だ」と度胸を決めてしまう。そうした場合には、案外、

困難だと思っていたことがスムーズにいって、むしろ非常

によい結果を生む、ということにもなるのではないかと思

うのです。 

 

3 月 30 日（土）給料は社会奉仕の報酬 

給料というものは、自分の生活を営む上で当然必要であ

るから、働くことの一つの目的ではあろうが、もっと大事

な目的を忘れてはならないと思う。 

それは、自分の仕事を通じて、あるいはそのつとめた会

社、商店を通じて、社会に尽していくということである。

いわば職業人として、産業人としての使命をよりよく遂行

していくことである。大きな意味で言えば、人間としての

使命を果たしていくことにも通じると思う。 

だから見方を変えれば、給料というものは、そのように

仕事を通じて社会に奉仕貢献していくことの報酬として

与えられるものとも考えられよう。 

 

3 月 31 日（日）引き下がる決断 

やるべきときにやる、引くべきときに引く、いわゆるこ

の出処進退ということが、人間として、とくに経営者とし

て一番大事なことではないでしょうか。 

たとえば、ある一つの仕事がもう一つうまくいかず、や

めた方がいいとなった場合、そこにはやはり何らかの犠性

が伴います。世間からもいろいろな批判を受けるでしょう。

また信用も失墜するかもわかりません。しかしそれを惜し

んでいてはいけない。惜しんでいるとなかなかやめられな

い。やはりそういうものにとらわれず、やめるべきものは

やめるんだという引き下がる決断をすることが経営者と

して大切だと思うのです。 

 

4 月 1 日（月）道は無限にある 

 お互い人間というものは、常にみずから新しいものをよ

び起こしつつ、なすべきことをなしてゆくという態度を忘

れてはならないと思います。お互いが、日々の生活、仕事

の上において、そういう心構えを持ち続けている限り、一

年前と今日の姿にはおのずとそこに変化が生まれてくる

でしょうし、また一年先、五年先にはさらに新たな生活の

姿、仕事の進め方が生まれ、個人にしろ事業にしろ、そこ

に大きな進歩向上がみられるでしょう。 

 大切なことは、そういうことを強く感じて、熱意をもっ

て事に当たるという姿勢だと思います。そうすればまさに

“道は無限にある”という感じがします。 

 

4 月 2 日（火）縁あって 

 袖振れ合うも他生の縁――という古いことわざがある

が、人と人とのつながりほど不思議なものはない。その人

が、その会社に入らなかったならば、その人とはこの世で

永遠に知りあうこともなかっただろう。 

 考えてみれば人びとは大きな運命の中で、縁の糸であや

つられているとも思える。こうしたことを思うと、人と人

とのつながりというものは、個人の意志や考えで簡単に切

れるものではなく、もっともっと次元の高いものに左右さ

れているようである。 

 であるとすれば、お互いにこの世の中における人間関係

をもう少し大事にしたいし、もう少しありがたいものと考

えたい。 

 

4 月 3 日（水）人間はダイヤモンドの原石 

私は、お互い人間はダイヤモンドの原石のごときものだ

と考えている。ダイヤモンドの原石は磨くことによって光

を放つ。しかもそれは、磨き方いかん、カットの仕方いか

んで、さまざまに異なる、さん然とした輝きを放つのであ

る。同様に人間は誰もが、磨けばそれぞれに光る、さまざ

まなすばらしい素質を持っている。だから、人を育て、活

かすにあたっても、まずそういう人間の本質というものを

よく認識し、それぞれの人が持っているすぐれた素質が活

きるような配慮をしていく、それがやはり基本ではないか。

もしそういう認識がなければ、いくらよき人材があっても、

その人を活かすことはむずかしいと思う 

 

4 月 4 日（木）まず人の養成を 

 最近では、サービスの大切さということがさかんに言わ

れ、どういう商売でも、それなりの制度なり、体制という

ものを逐次充実させつつあると思います。そのことは大い

に結構であり、必要なことでしょうが、その任にあたるサ

ービス員の養成が十分でないと、せっかくの体制も、いわ

ゆる画龍点睛を欠くということになって、魂の入らないも

のになってしまうおそれがあります。 

 ほんとうにお客様に喜んでいただけるサービスをして

いくには、やはり会社を代表して適切にものを言い、適切

に処置ができるという人の養成、訓練を第一に大切なこと

と考え、その労を惜しまないということだと思います。 

 


